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パートナーコミュニティ事例
「はじめて応援コミュニティ
Supported by 大和コネクト証券」

センターコミュニティ
「きっかけ」トップページ

2023年7月、パートナーコミュニティ「はじ
めて応援コミュニティSupported by 大和
コネクト証券」が誕生。ライフステージの変化
の中で、よりよい未来を考えながら、お金や投
資にまつわる本音を語り合うコミュニティです。

0.1%

「きっかけ」は、20～40代
の女性を中心に、幅広い世
代の方にご利用いただいて
います。

性別

男性女性 その他

72.9%

27.0%

「きっかけ」  会員属性

産経新聞は昭和８年（1933）の創刊以来、「真実を見極め、読者に必要とされる報道を」「豊かな国、住みよい社会の実現のため、信ずるに足る主張を」を
信条として掲げ、時代を的確に捉える「正論」路線を大切にしてきました。その報道力と、産経ならではの多彩なメディアやアセットをかけあわせることで、
クライアントと読者をつなぐソリューションを提供し、次の１００年に向けた新たな価値創造に挑みつづけます。

次の１００年へ、新たな価値創造に挑みつづけるー。
産経新聞社のメディアソリューション

時代におもねらず
正論路線を貫く基幹メディア

対話がニュースを生む
オンラインコミュニティ

働く女性たちへ贈る
月刊フリーマガジン

詳細はP4～7をご参照ください

詳細はP12～14をご参照ください 詳細はP15～17をご参照ください

ウェブファーストを掲げる
基幹ニュースサイト

詳細はP8～9をご参照ください

産経ニュース

2024年の国連制定日に、題字をシンボ
ルカラーのミモザ色に染め、新聞をまる
ごと包んだラッピング紙面を発行。その
企画力と、全社を巻き込んだプロジェク
トが高く評価され、2024年度日本新聞
協会「新聞広告賞」を受賞しました。

国際女性デー企画が
「新聞広告賞」を受賞！

詳細はP18をご参照ください
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都民の消防官

東京都民の安全を
守る優秀な警察官
を表彰します。

都民の生命と安全な生活
を守るため、特に功績のあっ
た消防官を表彰します。

国民の自衛官

棋聖戦 十段戦

「国民に感銘を与えた頼
もしい自衛官」「やさしい自
衛官」などを表彰します。

「産業の発展と地球環境との
共生」をめざして創設しました。

地域医療を支える優れた
医師を表彰します。

次世代の子どもたち
に残したい優良な児
童書を表彰します。

優れた研究開発成果をあげた理
工系学生と企業の若手研究者、
技術者を表彰します。

高校生パティシエNo.1を
決めるコンテストです。

福島の特産品を使ったスイ
ーツ作りのコンテストです。

「約束」に関するエピソードを
募集します。

社会の世相や生活、夢を反映
した創作漢字を募集します。

日本最大級の魚介食フェスです。

寄付された衣類をリユースし、
その収益金でパラスポーツ競
技団体を応援します。

1962年に創設された
将棋八大タイトル戦の一つ。

編集特集と連動した広告を掲載する
ことで、読者に自然なかたちでSDGs
の取り組みを訴求する企画です。

日台文化交流
青少年スカラシップ
将来の日台友好に貢献する人材
育成を目的に、台湾をテーマにした
スピーチや作文を募集します。

「100歳時代」の
社会課題解決を
目指します。

女性のココロとカラダのケア
を考え、相互理解できる社会
実現を目指します。ＤＸをテーマに、職種や業界に特化し

たウェビナーを定期的に開催中です。
暮らしや環境をよりよくするモノ・コトを発信し、
持続可能な社会の実現を目指します。

新聞メディア初のファン
コミュニティ事業。ソー
シャルマスメディアNo.1
を目指します。

メディアビジネス局のアセットラインナップ
～メディアビジネス局では社会課題解決のための「産経アセット」を多数揃えています～

1961年に創設された
囲碁七大タイトル戦の一つ。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

顕
彰
制
度

コ
ン
テ
ス
ト

事
業

詳細は、産経新聞社メディアビジネス局ポータルサイト「産経メディアラボ」をご覧ください。
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3.5%

0.2%

3.5%
1.9%

92.3%
関東・静岡

甲信越

北陸

中国

九州・沖縄

四国

0.6%

1.8%

近畿

92%

東海

4.2%
北海道・東北

東京本社版
全国版朝刊 835,611部
東京本社版朝刊 371,420部

大阪本社版朝刊 464,191部

大阪本社版夕刊 210,367部

※各本社版を100%とした地域別頒布比率
※各エリアの即売部数は除く

日本ABC協会「新聞発行社レポート市郡別」2024年10月

日本ABC協会「新聞発行社レポート半期」
2024年7月～12月平均

■セット版エリア
■統合版エリア

■セット版エリア
■セット版エリア（一部統合版）
■統合版エリア

大阪本社版

大阪府
1位
2位

大阪市
1位
2位

産経新聞

時代を的確に捉える「正論」路線を発信
首都圏や特に近畿圏に集中する都市型メディア

大阪府内 朝刊の販売部数（他紙比較）

市郡名 順位 産経新聞 読売新聞 朝日新聞 毎日新聞

大
阪
府

大
阪
市

港区 2 2,294 5,592 1,173 1,705
天王寺区 1 4,515 2,563 3,109 1,280
浪速区 2 1,733 2,301 1,125 1,030
西淀川区 1 4,059 3,002 3,100 1,268
東成区 2 2,879 2,070 2,560 4,900
生野区 2 4,065 3,299 3,420 9,300
旭区 2 3,289 6,095 2,925 3,020
城東区 1 9,694 8,261 6,250 7,690
堺市 2 42,302 45,058 30,247 24,014

岸和田市 2 10,253 11,889 6,532 5,995
泉大津市 1 5,725 1,620 3,055 2,265
貝塚市 2 2,878 5,667 　 ― 1,720
守口市 2 4,922 6,373 4,088 3,812

河内長野市 1 7,208 5,466 5,260 2,030
松原市 1 10,204 9,698 3,780 3,847
大東市 2 5,937 6,483 3,370 2,920
和泉市 2 7,892 8,399 4,900 5,880
柏原市 1 4,371 4,307 2,670 1,500
羽曳野市 1 9,365 7,315 5,260 1,605
摂津市 2 3,159 4,535 3,060 2,037
東大阪市 2 19,630 24,530 12,940 14,573
泉南市 1 4,643 3,453 922 　 ―

四條畷市 2 2,092 4,084 1,750 420
泉南郡 1 3,772 3,691 3,288 1,845

南河内郡 1 2,299 　 ― 　 ― 　 ―

販売部数 購読者分布図



SANKEIメディアガイド 2025-26 5

役職（有職者のみ）

新聞購読者全体 
16.7%　 +5%

経営者

経営者12.0%
新聞購読者全体 
7.3%　 +4.7%

興味・関心

政治・経済22.8%
新聞購読者全体 
13.7%　 +9.1%

23.9%21.7%
新聞購読者全体 
17.3%　 +6.6%

マクロミル〔ブランドデータバンク］2023年7月実施調査より　新聞購読者全体と比較した際の、産経新聞購読者の全体またはエリアを絞った場合の特徴を掲載

塾・習い事・
教育サービス

係長・
主任クラス

年齢平均 …… 53.7歳
男女比…………… 約6:4

平均世帯年収 …… 719万円
平均個人年収 …… 500万円
おこづかい ………… 3.9万円

50～60代が多く、夫婦または18歳以上の子供と同居

アクティブな余暇活動

情報収集に積極的でトレンドを意識しながら伝統も重んじる

金融資産があり、信頼する金融機関で安定的に貯蓄・運用

・50代～60代の夫婦で、高校生～大学生の子供と同居する世帯
・役職持ちの会社員／自営業／専業主婦（夫）の割合が高い
・近年、副業をしている割合が高まっている

・ドライブやツーリング、旅行、レジャーなどアクティブに過ごす
・読書や漫画、アート鑑賞などの文科系の趣味にも関心を持つ
・日頃から体の状態を把握するなど健康意識が高い
・子供や自身の教育・自己啓発にも熱心に取り組んでいる

・歴史や伝統を重んじる
・「産経新聞」の情報に信頼を置き、「産経ニュース」も併読
・休日は新聞以外に、テレビやラジオ、PCなどの幅広いメディアに接触
・日常のお役立ち情報のサイトやアプリ、SNSなども活用しながらトレンドを意識
・政治・経済・金融など幅広いジャンルに関心がある

・年収や資産は新聞購読者全体と同水準で、普通預金の保有率が高い
・持ち家マンションや金融資産があり、信頼の置ける金融機関を利用して安定的に貯蓄・運用している
・高所得水準の割合が高い

デモグラフィック

所得・資産

意識・行動

価値観

¥

産経新聞

産経新聞の情報に信頼を置き、トレンドや多様なジャンルに
関心が高いアクティブな読者層

読者プロフィル
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その他の事例については、産経新聞社メディアビジネス局ポータルサイト「産経メディアラボ」をご覧ください。

A 令和 6年（2024年）11月 1日 金曜日C 令和 6年（2024年）11月 1日 金曜日  B令和 6年（2024年）11月 1日 金曜日
 D令和 6年（2024年）11月 1日 金曜日

2024年11月1日付　1面

終面 中面

産経新聞

紙面をダイナミックに活用し、キャラクターの記念日を盛大にお祝い

広告事例

「特別号外」はインバウン
ド需要にも対応するため、
日本の主要都市で配布！

●ハローキティ50周年ラッピング広告企画（株式会社サンリオ）

2024年11月1日、ハローキティ50
周年の節目にあたり、産経新聞で
「ハローキティアニバーサリー企
画」を実施。当日の東京朝刊紙面
をまるごと包んだ4ページの特別
紙面（フルラッピング広告）を発
行しました。
ハローキティの愛らしいビジュア
ルを表紙に、関係者特別対談や
50年の歩みを年表形式で紹介。
終面では協賛各社からのお祝い
メッセージを掲載するなど、４ペー
ジをフル活用した上でその歴史と
魅力を伝えました。
また、同様の体裁で構成した「特別
号外」も日本の観光地を中心に配
布しました。
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その他の事例については、産経新聞社メディアビジネス局ポータルサイト「産経メディアラボ」をご覧ください。

産経新聞 

新聞広告を起点に話題化
～企画力でメディアの枠を超えた話題を作る～

●テレビ面変形広告
  （牛乳石鹸共進社株式会社）

●ウオーキング事業
  （特別協賛：ライオン株式会社）

●「SDGｓ 今、未来のために」企画
 （森ビル株式会社）

大晦日のテレビ面では、特殊なスペースをいかして銭湯の煙突の高
さを表現。同社が毎年制作している「のれん」の新しいデザインも紹
介しました。翌日元日の紙面では新たな年へのメッセージを発信。年
末年始のタイミングに多様なスペースを通して思いを届けました。

掲載事例

東京都と関西でウオーキング事業を開催。大会ごと
にオリジナルのルートを巡ることができる点が好評
で、毎年多くの読者が参加し、完歩しています。当日の
模様を取材の上、採録特集として詳しく伝えます。

「SDGs（持続可能な開発目標）」に注目が
集まるいま、産経新聞で展開中のシリーズ
企画。協賛社のニーズに応じて、目標達成
の取り組みを特集展開します。

2024年12月31日付 2025年1月1日付

2024年12月26日付2024年10月31日付



SANKEIメディアガイド 2025-26 8

性別 年齢

67%

12%

26%

22%
16%

12%
12%

33%
男性
女性 

18-24才
25-34才
35-44才
45-54才
55-64才
65才以上

男性
女性 

18-24才
25-34才
35-44才
45-54才
55-64才
65才以上

性別 53% 年齢

12%

22%

28%

18%

12%
8%

47%

性別 年齢

67%

12%

26%

22%
16%

12%
12%

33%
男性
女性 

18-24才
25-34才
35-44才
45-54才
55-64才
65才以上

男性
女性 

18-24才
25-34才
35-44才
45-54才
55-64才
65才以上

性別 53% 年齢

12%

22%

28%

18%

12%
8%

47%

PC

SP

2020年10月-2021年9月平均 Google Analytics

PC
SP

14,555,411
22,405,932

2,518,366
9,348,274

2024年1月～12月平均  Google Analytics4

デバイス 月間PV 月間UU

ユーザープロフィル

産経ニュース

良質なユーザーにリーチする産経新聞の基幹ニュースサイト

新聞紙面と変わらないクオリティー
POINT

1
POINT

2
POINT

3

ニュースを深く理解する仕掛け

速さと深さを両立

媒体概要

「ウェブファースト」を掲げて、最新のニュー
スをいち早く発信。
早さだけでなくニュースの深さも追及した、
「ベストワンのニュースサイト」を目指す
ニュースサイト。充実の記事ラインナップと
ブレない編集方針が支持され、ロイヤルティ
の高い読者層を形成しています。
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●産経ニュース　スポンサードコンテンツ
 （Meiji Seika ファルマ株式会社）

●産経ニュース　スポンサードコンテンツ
 （株式会社公文教育研究会）

2024年7月、新紙幣発行のタイミングに
合わせ、新たに千円札の顔となった北里
柴三郎氏の意思を継ぎ抗生物質の研究
開発や生産を行う同社の取り組みを取
材。約80年の歴史をわかりやすくまとめま
した。

「KUMON『基礎学力の大逆襲！』」を公
式サイトで展開している同社。俳優・白山
乃愛さんと脳科学者・川島隆太さんにイ
ンタビューを行い、同社が大切にする基
礎学力の効果効能についてリレー式で記
事をまとめました。特に子どもをもつ親世
代を意識して、川島さんのルーツにも触れ
るなど子育てのヒントにもなるような内容
に仕上げました。
スポンサードコンテンツは二次利用され、
顧客サイトからスポンサードコンテンツへ
の誘導を図る好事例となりました。

展開事例① 展開事例②

スポンサーと質問事項や
記事構成案を入念にすり
合わせた上で、新聞社の
ネットワーク・取材力をいか
したオリジナルコンテンツを
制作。掲載後、スポンサー
からも高い評価を得ました。

2024年7月3日付

2025年1月16日配信

産経ニュース

新聞社の取材力・編集力の強みをいかす 「スポンサードコンテンツ」企画

新紙幣発行日に産経新聞で特集企画を掲載。企画
内にある同社の関連記事内に設定された専用コード
を読み込むと、当該スポンサードコンテンツページ
に飛ぶ仕組みです。注目のタイミングに、協賛企業
の情報をより多くの方へ届けることができました。

2024年7月2日配信
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産経新聞DXセミナー

ＤＸをテーマに、職種や業界に特化したウェビナーを実施 
～新聞社の媒体力をいかしたプログラム構築、講演者も魅力～

産経ニュースでは「DX（デジタルトランスフォー
メーション）」をテーマに特集を展開していま
す。特に近年はビジネス向けのウェビナー「産
経新聞DXセミナー」事業を強化し、定期的に
開催中です。産経新聞・産経ニュースを中心
に、専門メディアとも協業し集客。毎回多くの
方に申込・視聴いただき、スポンサーとユー
ザー双方から高い評価を得ています。

●「日本企業再興に向けた経営戦略
　  ～人的資本の最大化と企業価値向上～」
2024年9月24日、25日 開催

協賛：株式会社マネーフォワード／Ridgelinez株式会社／
株式会社カオナビ／株式会社SmartHR／
株式会社プラスアルファ・コンサルティング／本気ファクトリー株式会社／
株式会社ラクス／株式会社コンカー／株式会社ログラス／
株式会社LayerX／株式会社データX／Sansan株式会社

2024～25年　テーマ一覧

2024年5月 加速する自治体DX～全国各地の先進事例を徹底深掘り～

5月 経営に効く 攻めの経理DX～AI時代を見据えた業務改革と心得～

6月 人材マネジメントの新潮流～エンゲージメント向上とリテンション戦略による組織力強化～

7月 持続可能な物流の未来のために～物流拠点・輸配送に求められるソリューション活用～

7月 建設DXと働き方改革のすすめ～現場・バックオフィスの生産性を上げる業務改革ツール活用ガイド～

8月 セキュリティマネジメント再考～生成AI・クラウド活用に潜むセキュリティリスク～

9月 製造業DX大解剖～現場から始める生産性向上と付加価値創出～

12月 生成AI×DX 2025展望～データドリブンな業務プロセス改革と事業のつくり方～

2025年3月
地域経済を牽引する“中堅企業”２DAYS
　　　　DAY1　データドリブン経営～長期利益を生み出す事業・組織戦略～
　　　　DAY2　付加価値経営～競争を勝ち抜く事業・組織戦略～

5月 AI時代を生き抜く経理業務DX～属人化の解消と業務プロセス改革～

5月 加速する自治体DX2025～全国各地の先進事例を徹底深掘り～｠

5月 DXで進化する教育現場～GIGAスクール構想、クラウド時代の校務とは～

6月 人材マネジメントの新潮流～エンゲージメントを高めるピープルマネジメント～

6月 BIM×営業DX×バックオフィスDX～建設業界の業務改革と競争力強化～

7月 物流の持続可能な成長のために～物流関連二法改正と求められる物流効率化の取組み～（仮題）

8月 自治体・企業・地域を守る防災DX～テクノロジーで進化する防災対策～（仮題）

8月 製造業DX大解剖（仮題）

8月 AI時代のセキュリティマネジメント（仮題）

9月
日本企業再興に向けた経営戦略～人的資本の最大化と企業価値向上～
　　　　DAY1　人的資本経営～変革のリーダーシップと次世代の人材育成～（仮題）
　　　　DAY2　価値創造経営～企業価値を高めるCFO組織と経理財務改革～（仮題）
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DXセミナーの強みと特長

DXセミナー参加者属性

ターゲットに合わせた集客力と実績数

ターゲット含有率とリード獲得件数の多さ

協賛社の
声

他の協賛セミナーに比べて
アンケート回答数が多い

他の協賛セミナーに比べて
新規のリードが獲得できている

定期的にさまざまなテーマで
開催しているのでテーマに
応じて協賛を検討しやすい

産経新聞DXセミナー

旬のテーマを掲げ、定期的に開催することで顧客リードを強化

経営者
役員クラス
本部長クラス
部長クラス
課長クラス
主任/係長クラス
一般社員
契約社員
派遣社員
その他

2%
6%

職位

14%

15%

20%
12%

20% 9%
2%

3%

2% 1%

職種

18%

11%

11%
8%8%8%

6%
6%

3%
2% 1%

業種

19%

12%

11%
10%7%6%

6%
4%
4%

製造業、建設業など現場系業種が多い傾向 中小が約40％、中堅・大企業が約60％ 決裁者≒部長以上は約40％経営層、経営企画、バックオフィス部門中心

1名以上20名未満
20名以上50名未満
50名以上100名未満
100名以上300名未満
300名以上1,000名未満
1,000名以上3,000名未満
3,000名以上

従業員数

18%

8%
15%16%

14%

17%

12%

経営者・役員
経営企画・事業開発・DX推進
営業・販売
財務・経理
人事・労務
企画・調査・マーケティング
情報処理・情報システム
総務
一般事務
技術・設計
研究・開発

専門職（建築・土木関連）
法務・知財・コンプライアンス
専門職（教育関連）
専門職（医療関連）
広報・宣伝
生産・製造
専門職（会計関連）
配送物流
専門職（法律関連）
資材・購買
編集・編成・制作

製造
情報処理、SI、ソフトウェア
建設
コンサル・会計・法律関連
卸売・小売業・商業（商社含む）
不動産
放送・広告・出版・マスコミ
公務員
金融・証券・保険

医療・介護・福祉
教育・教育学習支援関係
人材サービス
通信サービス
運輸・倉庫
食品、衣料、化粧品
エネルギー
飲食店・宿泊
農林水産・鉱業
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2020年8月に誕生した、産経新聞
社とファンコミュニティ事業トップラ
ンナーのクオン株式会社が共同で
運用するオンラインコミュニティ。
登録者数は99,000名を突破し
(2025年5月時点)、多くのパート
ナー企業・団体が参画しています。
「モール型コミュニティ」で、ユー
ザーは“センターコミュニティ”
「きっかけ」を中心にさまざまな会
話やキャンペーンを楽しみながら、
“パートナーコミュニティ”を自由に
参加・回遊する点が特長です。

「きっかけ」から生まれた声を記者と専門家
が分析し、ニュース記事として発信する「きっ
かけ面」を毎月掲載中です。

きっかけ

ソーシャルマスメディアNo.1を掲げたオンラインコミュニティ

産経新聞　2025年3月31日付

きっかけキャラクター

かける きく

コミュニティから生まれた会話
を分析し、ニュース性と社会性
をプラスして発信！

センターコミュニティ
「きっかけ」トップページ

産経ニュース「きっかけ」
特設ページはこちら

「きっかけ」は、幅広い年代の方にご利用いただいていますが、
特に30～40代の女性が中心となっています。

男性女性 

※2025年3月末データより　

10代 40代

50代 60代
20代 30代

70代以上

29.6%

70.4%

ユーザー属性

4%
9%

17%
2%

45%
21%

2%

年齢性別

事業概要

パートナーコミュニティ事例
「街育（まちいく）ひろば Supported by 森ビル」
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銭湯に関するちょっとした疑問を解決することが共感のきっかけに！発見 1

発見 2

発見 3

ヘビーユーザーとライトユーザーの壁はモノ（銭湯の施設）にあり！

これからの銭湯のターゲットはソロ活派？

分析結果

AIによる
活性メソッド

課題投稿
日本の“お風呂文化”“銭湯文
化”を守りたいと考えている同社。
銭湯への愛着を醸成し、より多く
の人が銭湯へ行くようになるため
のヒントを得たい。 「きっかけ」内にコミュニティを開設

約300社の
運営データに
基づいた

シミュレーション

生活者の声を
学びながら

ファシリテーション

オーナー投稿は
AIが「コト軸」を

中心に
自動で投稿

コミュニティ内の
ネットワークを
読み解き、
ユーザー同士を
マッチング

銭湯関係者が集う
「第１回おふろ屋会議」で
コミュニティデータマイニングの
結果をプレゼンし、大きな反響！

業界関係者向けに講演

業界関係者にコミュニティで
得た分析結果を発表

  蓄積された行動データと、定点での態度変容調査結果をもとに
「銭湯へ行くようになるポイント」を３点発掘！

銭湯に関するちょっとした疑問を解決することが共感のきっかけに！発見 1

発見 2

発見 3

ヘビーユーザーとライトユーザーの壁はモノ（銭湯の施設）にあり！

これからの銭湯のターゲットはソロ活派？

分析結果

AIによる
活性メソッド

課題投稿
日本の“お風呂文化”“銭湯文
化”を守りたいと考えている同社。
銭湯への愛着を醸成し、より多く
の人が銭湯へ行くようになるため
のヒントを得たい。 「きっかけ」内にコミュニティを開設

約300社の
運営データに
基づいた

シミュレーション

生活者の声を
学びながら

ファシリテーション

オーナー投稿は
AIが「コト軸」を

中心に
自動で投稿

コミュニティ内の
ネットワークを
読み解き、
ユーザー同士を
マッチング

銭湯関係者が集う
「第１回おふろ屋会議」で
コミュニティデータマイニングの
結果をプレゼンし、大きな反響！

業界関係者向けに講演

業界関係者にコミュニティで
得た分析結果を発表

  蓄積された行動データと、定点での態度変容調査結果をもとに
「銭湯へ行くようになるポイント」を３点発掘！

きっかけ

自社のマーケティング活動にいかせる多様なプランを提供

専用のAIを使ったコミュニティ活性のプラン。クオン社が約300
社のコミュニティ運営で得たデータやメソッドをあらかじめ学習
し、コミュニティ運営中も生活者の声を学習しながら自律活性に
寄与します。

お風呂や街の銭湯の良さを語
り合い、入浴文化の発展を目
指すコミュニティ。データ分析
から得た「ユーザーが銭湯に行
くようになるための３つのポイ
ント」を業界関係者向けに説
明したことが好評を博し、現場
改善につながったとの声があり
ました。

●牛乳石鹸 お風呂部

価格を抑えつつ、コミュニティに
最も大切な「活性」をお約束

特徴

1
特徴

2
特徴

3

約300社の運営実績がある
クオンのノウハウを貴社に！

「きっかけ」ならではのレポートをご提供！
貴社がアプローチすべき集団がわかる！

フルパッケージプラン 自律活性プラン

約1年間蓄積した発話データをもとにユーザーの共感ポイントを解析し、ファンや理解者を育成する
「きっかけ」のメインプラン。
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きっかけ

社会課題解決型コミュニティの運用が好評

地方や移住に少しでも興味のある人が集まる場として成長中。産経新聞社の取材力、
質の高いセミナー・イベント運営力、クオン社の分析力などをいかした広告メニューを
多数準備しています。

日本各地で発生した災害
からの教訓や、今からで
きる防災を考える場とし
て、「能登半島地震」か
ら1年となった2025年1
月にオープン。防災に興
味があるユーザーを中心
に、防災意識の向上や
防災情報の共有を目的と
しています。

移住に興味のある良
質なユーザーを募集。
「きっかけ」のオリジナ
ルツアーを造成し、産
経新聞社の多様なチャ
ネルで告知を実施。ツ
アー体験のレポート投
稿をまとめてフィード
バックすることでさら
なる訴求・喚起を行い
ました。

●地方が気になるコミュニティ ●防災のきっかけコミュニティ（能美防災株式会社）

SNSでの広がり

●福井県体験ツアー

本企画協賛社の公式アカウントでの発信ほか、
＃キャンペーンにより広告注目率が向上しました。

展開事例

産経新聞　2025年1月1日付
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metropolitana

首都圏で暮らす情報感度が高いアクティブ女性向けの
月刊フリーマガジン

男女比 年齢別
（女性）

86.4%

8.4%

20.6%

22.0%22.8%

13.5%

7.6%

4.9% 0.2%

13.6%

男性
女性 

20-24才
25-29才
30-34才
35-39才

40-44才
45-49才
50-54才
55-59才

職業
（女性）

62.4%11.3%

10.9%

7.2%

3.1%2.4%
1.8% 0.2% 0.7%

会社員
パート・アルバイト
主婦
派遣
特殊専門職・公務員

自営業
学生
会社経営・役員 
その他 

世帯年収
（女性）

17.2%

17.0%

14.1%9.4%
11.2%

6.1%
6.4%
6.6%
5.2%

3.1% 3.7%

300万円未満
300万～400万円未満
400万～500万円未満
500万～600万円未満
600万～700万円未満
700万～800万円未満

800万～900万円未満
900万～1000万円未満
1000万～1200万円未満 
1200万～1500万円未満 
1500万円以上 

居住地
（女性）

66.3%
12.2%

10.0%
9.0%

0.6%
0.3%

1.6%

東京
神奈川
埼玉
千葉

栃木
茨城
その他

保存率
（女性）

6.2%
11.5%

20.5%

24.7%

8.4%
3.8%

3.1% 5.2%
6.0%

当日のみ
約2～3日
約1週間
約1カ月
約6ヶ月

約1年
1年以上
処分せずすべて保管
その他

：metropolitana（メトロポリターナ）
：2003年1月10日
：200,000部　　
：毎月10日→19日（予定）の10日間
：A4、中綴じ、オールカラー、基本36～48頁
：オフセット印刷
：FREE
：東京メトロ53駅
　駅改札周辺および地下通路
：メトロマガジン専用ラックを各駅、計157台常設

※ラック設置数は各駅により異なります。

タ イ ト ル
創 刊
発 行 部 数
発行サイクル
判 型
印 刷
価 格
チャンネル

配 布 形 態

〈媒体概要〉

「メトロポリターナ読者アンケート」2016年

2025年5月号

媒体概要

2003年に創刊した「ライフスタイ

ルを楽しむ」ための月刊フリーマガ

ジン。読者層は情報感度が高いア

クティブな働く女性たち。８割以上

が有職者のため、可処分所得が高

く、自分自身の内面・外見双方に投

資する姿が特長です。東京メトロ構

内の専用ラックで配布するため、首

都圏在住者が95％以上を占め、そ

のうち６割以上が東京在住者です。

首都圏で働く女性へ効率よいアプ

ローチが可能な媒体です。

読者プロフィル
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その他の事例については、産経新聞社メディアビジネス局ポータルサイト「産経メディアラボ」をご覧ください。

仕事のストレスを仕事のストレスをな・く・せ・るな・く・せ・る

ってなあに？ってなあに？

キントーンは、プログラミングの知識がなくても、
ノーコードで業務のシステム化や効率化を実現
するアプリがつくれるクラウドサービスです。

表計算ソフトよりも快適に、専門システムより柔
軟に、自社でシステム開発をするよりスピー
ディー＆低コストに、思いついた業務改善をすぐ
に実行できるのが特長です。

お仕事の悩みが解決できる！

導入実績

33,000社
毎月の新規導入

650 導入社

東証プライム上場企業

3社に1社が

仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事仕事

全
12 話

どういう
こと！？つまり、キントーンなら

マウスで
シュシュッと

♡ナウでおしゃれなお仕事まんが
WEBで無料公開中！

♡ナウでおしゃれなお仕事まんが
WEBで無料公開中！

♡ナウでおしゃれなお仕事まんが
WEBで無料公開中！

これを読めば
キントーンのことが

ぜ～んぶ
わかっちゃうのでーす！

これを読めば
キントーンのことが

見積もりの単
位が

リンゴ！！？？？
きとみちゃんの
恋のゆくえは…？

あ
こ
が
れ
の
人
に

胸
を
と
き
め
か
せ
る
日
も

に実行できるのが特長です。

お仕事の悩みが解決できる！お仕事の悩みが解決できる！

全

きそうてんがいな仕事仲間たちにはマイっちゃうのダ……

画像下さい

「キントーンってなあに？」
そんなあなたにおくる、

おもしろくてためになる一冊よ。

「キントーンってなあに？」
そんなあなたにおくる、

おもしろくてためになる一冊よ。

大人気けっさくコミックス
キントーンの社内浸透に大活躍！

業務のシステム化や効率化を実現するアプリが
「シュシュッと」つくれるノーコードツール

まんが家
しょうかい
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プレゼントプレゼント２つの質問に答えて、

豪華グッズをゲットしましょ！
で検索

２つの質問に答えるだけでまんが冊子やきとみちゃんグッズをゲットできちゃう！

詳しくはきとみちゃん特設サイトへ仕事でがまんしたくないあなたに

働く女性がもっと、楽しく、無理なく、自分らしくいられますように。
そんな願いを込めて、サイボウズはお仕事まんが「ホップ☆ステップ きとみちゃん」を制作しました。
「きとみちゃん」は、働く女性たちの声から生まれた等身大の女の子。いろんなストレスがあるけれど…
合言葉は「がまんしない！」

星 ぽえ夢（ほし・ぽえむ）
星空とみえと夢野カツ代のふたりによる少女漫画家。代表作は「ロックでビートでつかまえて！」
「ガラスの交響曲（シンフォニー）」など。作風を変えることなく正統派少女漫画を書き続けている。

応募者全員
プレゼント！

希望者全員に
大好評
配布ちゅう！

株式会社サイボウズ

キントーンは、プログラミングの知識がなくても、
ノーコードで業務のシステム化や効率化を実現
するアプリがつくれるクラウドサービスです。

表計算ソフトよりも快適に、専門システムより柔
軟に、自社でシステム開発をするよりスピー
ディー＆低コストに、思いついた業務改善をすぐ
に実行できるのが特長です。

お仕事の悩みが解決できる！
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プレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼントプレゼント２つの質問に答えて、２つの質問に答えて、２つの質問に答えて、

ズズをゲットしましょ！をゲットしましょ！をゲットしましょ！をゲットしましょ！をゲットしましょ！をゲットしましょ！をゲットしましょ！

２つの質問に答えるだけでまんが冊子やきとみちゃんグッズをゲットできちゃう！

働く女性がもっと、楽しく、無理なく、自分らしくいられますように。
そんな願いを込めて、サイボウズはお仕事まんが「ホップ☆ステップ きとみちゃん」を制作しました。
「きとみちゃん」は、働く女性たちの声から生まれた等身大の女の子。いろんなストレスがあるけれど…
合言葉は「がまんしない！」

metropolitana

クライアントニーズに応じてバリエーション豊かに誌面を展開

同社のクラウドサービスの
強みや導入メリットを働く
女性へ伝えるため、オリジ
ナル漫画「きとみちゃん」を
メトロポリターナ本誌に挟
みこむ「ブックインブック」
（12ページ）をリリース。個
性的なキャラクターも読者
層に歓迎され、多くの反響
が寄せられました。

●ブックインブック企画（サイボウズ株式会社）　

Check it!

Profile

PR 貝印　お客様相談室       0120-016-410

本
田
真
凜

プロフィギュアスケーター。2
歳からスケートを始め、2016
年に世界ジュニア選手権優
勝。その後も数々の世界大会
で活躍。2024年1月に競技生
活を引退し、以降はプロとし
てアイスショーに出演するな
ど、活動の幅を広げている。

special

interview

カラダのさまざまな部位の毛の悩みを

解消するパーソナルケアブランド

minessは、体毛をストレスなく除去できる、“引き算のスキンケ
ア”ツールブランド。カラダにはでっぱりやへこみなどの起伏が
あるが、minessではそんな各部位にフィットするさまざまな形
状のツールを開発。各ツールを使い分けることで、ストレスなく
体毛ケアができる。「うで・あし」「ボディ」「背中」共通のヘッド
は、「シームレスフィッティングシステム®」を採用し、肌の凹凸
に合わせて左右前後に動く構造と、刃1枚1枚が動く独立サス
ペンションの5枚刃で、肌にやさしくスムーズな剃り心地を実現
している。体毛処理になれていない人の「わからない」「うまくで
きない」を解消すべく、情報発信にも力を入れる。

引
き
算
の
ス
キ
ン
ケ
ア
で

素
の
自
分
を
取
り
戻
そ
う

　
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
は
技
術
や
演
技
力
に
加

え
て
、
芸
術
性
が
問
わ
れ
る
競
技
。
２
歳
か
ら

フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
は
じ
め
た
本
田
真
凜
さ
ん
も
、長
年
、

技
術
力
や
演
技
力
だ
け
で
は
な
く
、
美
し
さ
に
も

磨
き
を
か
け
て
き
た
。
け
れ
ど
、
競
技
で
求
め
ら

れ
る
美
し
さ
と
、
本
来
の
自
分
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ

プ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　「
私
は
好
奇
心
が
強
く
て
、
そ
の
と
き
ど
き
の

気
分
に
よ
っ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
変
え
た
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
競
技
の
た
め
に
イ
メ

チ
ェ
ン
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
。
体
形
を
維
持
す

る
た
め
に
食
事
に
も
気
を
使
い
ま
す
が
、
食
べ
る

こ
と
が
大
好
き
な
の
で
、
つ
ら
く
感
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
幼
少
期
は
、
好
き
な
も
の
を
好
き

な
だ
け
食
べ
て
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
常
に
人
の
視
線
を
感
じ
、
他
人

と
比
べ
ら
れ
て
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
け
れ

ど
今
は
、
何
事
も
自
分
主
体
で
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
と
い
う
。

　「
あ
る
と
き
、
世
間
の
人
た
ち
は
思
う
ほ
ど
私

に
興
味
が
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
ん
で
す
。
今
日

あ
っ
た
こ
と
も
、
た
ぶ
ん
す
ぐ
に
忘
れ
ら
れ
て
い

る
し
、
私
自
身
も
忘
れ
て
い
る（
笑
）。そ
う
思
え

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、い
や
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
す

ぐ
に
気
分
を
切
り
替
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
極
論
、
人
生
は
い
つ
終
わ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

人
の
目
を
気
に
し
て
や
り
た
い
こ
と
を
我
慢
し
て

い
る
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
り
た
い
こ
と
は
す
ぐ

に
行
動
に
移
す
べ
き
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
し
て

も
ち
ろ
ん
、
メ
ン
タ
ル
は
外
見
に
も
影
響
し
ま
す
。

気
持
ち
に
素
直
に
行
動
す
る
こ
と
で
、
自
分
本
来

の
美
し
さ
に
近
づ
け
る
は
ず
で
す
」

　
本
田
さ
ん
が
本
来
の
自
分
と
向
き
合
う
た
め

に
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
帰
宅
後
の
ス
キ
ン
ケ

ア
の
時
間
だ
と
い
う
。

　「
メ
イ
ク
を
落
と
し
て
肌
の
ケ
ア
を
す
る
と
、
気

持
ち
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
素
の
自
分
に
戻
れ
る
感

じ
が
し
ま
す
。以
前
、デ
ジ
タ
ル
デ
ト
ッ
ク
ス
を
体

験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ス
マ
ホ
を
手
放

す
と
、す
ご
く
暇
で（
笑
）。で
も
、だ
か
ら
こ
そ
自

分
と
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。そ
う
す
る
と
、

頭
が
す
っ
き
り
ク
リ
ア
に
な
っ
た
ん
で
す
。
考
え

て
み
た
ら
ス
キ
ン
ケ
ア
の
時
間
は
日
常
の
中
で
唯

一
、ス
マ
ホ
か
ら
離
れ
て
自
分
自
身
と
向
き
合
え

る
時
間
で
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
も
、
ス
キ
ン
ケ

ア
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
」

　
フ
ィ
ギ
ュ
ア
で
は
肌
を
見
せ
る
衣
装
が
多
い
た

め
、
ス
キ
ン
ケ
ア
の
た
め
に
カ
ミ
ソ
リ
を
利
用
す

る
機
会
も
多
い
。

　「
m
i
n
e
s
s
は
、
く
す
み
カ
ラ
ー
が
か
わ
い

く
て
、
飾
っ
て
お
き
た
く
な
る
よ
う
な
見
た
目
も

い
い
で
す
ね
。
私
は
、
何
か
新
し
い
ス
キ
ン
ケ
ア

ア
イ
テ
ム
が
出
る
と
、
一
度
は
試
し
て
み
た
く
な

る
タ
イ
プ
で
す
。
肌
が
弱
い
の
で
自
分
に
合
っ
た

も
の
と
出
合
え
る
と
う
れ
し
い
し
、
気
分
に
合
わ

せ
て
使
い
分
け
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
」

　
お
気
に
入
り
の
ア
イ
テ
ム
を
探
し
て
、
ス
キ
ン

ケ
ア
時
間
を
自
分
と
向
き
合
う
時
間
と
し
て
、

楽
し
ん
で
み
よ
う
。

マイナス マイナス プラス

公式アカウントでは
体毛処理の
正しい知識も発信中！
正しいボディケア方法や考え方に
ついての情報発信にも力を入れる
miness。相談しにくい体毛処理に関
する悩みなどについて、インスタで
さまざまな情報を発信している。

 M
arin H

onda

vol.258  Aug. 202415 14vol.258  Aug. 2024

photo: Toshiyuki Imae　styling: Reiko Kanayama
hair&make: Mutsuki　text: Keiko Ageishi　edit: Kohei Nishihara

minessで
マイナスをプラスに
体形や毛の生え方は人によって違うから、
毛の悩みも、ケアの仕方も人それぞれ。
さまざまな悩みを除去してプラスに変える
パーソナルケアブランドminessについて、
ブランドアンバサダーの本田真凜さんに話を聞いた。

肌あたりが
やさしい

　独立サスペンション
構造の5枚刃

うで・あし

３Dに動く首振りヘッドが肌にぴった
りとフィットして（わき・VIOデリケー
トゾーン用以外共通）、なめらかな剃
り心地を実現。横持ち、つまみ持ち
など多様な持ち方が可能で、左右ど
ちらの手でも安定して操作できる。
毛流れに沿った剃り方がしやすく、
ハンドル位置が刃に近いため、手で
なでるような感覚で剃ることができ
る。うで・あし用カミソリ（990円）

「うで・あし」「ボディ」「背中」
用に共通のヘッド。スムー
ザーには、ビタミンE・セラ
ミド・ アルガンオイルを配
合している。

ヘッドチェンジで
毛量調整も
全剃りも可能に

湾曲した刃で
狙って剃れる

ヘッドチェンジで

全剃りも可能に

持ちやすい
ハンドル

ボディ

スプーン形状のハンドルで多様な持
ち方ができ、どんな場所も剃りやす
い。ハンドルの背面には人差し指置
き場、側面には滑り止めディテール、
面側には湾曲したスプーン状の面を
配置し、可能な限り弾力性のある素
材エラストマーを使用して、にぎり
やすさを追求。広範囲をお手入れし
たい方に。ボディ用カミソリ 替刃2
個付（1320円）

持ちやすい

吊るして
保管できる　

背中

かゆいところに手が届く長いハンド
ルが特徴で、後ろ手で使っても横ぶ
れしにくく安定して操作しやすい。
ハンドルは長くも短くもにぎりやす
いので、うなじから背中の気になる
部分までくまなく剃れる。バスルー
ムの鏡を見ながらでも使いやすいよ
うハンドルの色みを濃く設定。フッ
ク付きで、吊るして保管できるのも
いい。背中用カミソリ（990円）

わき

コロンとした形状が特徴のわき専用
カミソリ！ 複雑な凹凸のあるわきの
細部も剃りやすいように刃体を湾曲
させ、独特の角度を持つように設計。
必要最小限の刃部とガードの設置に
よって肌に触れる面を少なくして肌
負担を軽減。たまご型のハンドル形
状は左右どちらでも持ちやすい。（わ
き用のみ使い捨て）わき用カミソリ
（660円）

VIOデリケートゾーン

１秒間に約100回の音波振動で刃先
が肌に与える抵抗を抑えて、やさし
く剃れる。V用のヘッドは毛流れを
とらえて毛量調整しやすいコーム状
になっていて、順剃り・逆剃りとも
に操作しやすい。IO用のヘッドは刃
の当て方がわかりやすいよう角度を
工夫。ともにガード付きでデリケート
な部分も安心。VIOデリケートゾー
ン用カミソリ（1980円）

マイネ ス

を で に

miness_kai

minessブランドアンバサダー

本田真凜

マ
イ
ナ
ス
は
プ
ラ
ス
に
変
え
ら
れ
る

s
p

e
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i
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l
 
i
n

t
e

r
v

i
e

w

本
田
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[メトロポリターナ]

2024年
8月
10日

発
行（
毎
月
1回
10日

発
行
）　
発
行
＝
産
経
新
聞
社
　
編
集
・
制
作
＝
メト
ロ
ポ
リ
タ
ー
ナ
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ジ
ェ
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田
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大
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町
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Special Issue

わきも、背中も、あしも、手も。
毛の悩みを解決する

2024年
8月
10日

発
行（
毎
月
1回
10日

発
行
）　
発
行
＝
産
経
新
聞
社
　
編
集
・
制
作
＝
メト
ロ
ポ
リ
タ
ー
ナ
プ
ロ
ジ
ェ
クト
　
〒
100-8079 千

代
田
区
大
手
町
1-7-2　

☎
03-3243-8504

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ー
ナ

Special Issue

メトロポリターナ本誌で見
開き２ページのタイアップ
広告を掲載。その内容を基
にした４ページの抜き刷り
を作成しました。抜き刷り
の表紙には、同社が契約す
る注目タレントを起用し、注
目度の高い事例となりまし
た。

●タイアップ抜き刷り企画（貝印株式会社）　

展開事例 

抜き刷り　表1
ブックインブック　表紙 2024年10月号
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コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
い
ま
、世
界
中
で
ウ
ェ

ル
ネ
ス
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

心
身
と
も
に
健
康
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
続

け
て
い
く
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
だ
ろ

う
？
そ
ん
な
課
題
と
向
き
合
い
な
が
ら
、

食
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
医
療
な
ど
、あ
ら
ゆ

る
分
野
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
課
題
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
き
た

森
ビ
ル
は
、そ
こ
に
暮
ら
す
こ
と
で
人
々
が

健
康
に
な
れ
る
街「
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
」を
つ

く
り
だ
し
た
。「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
な
街
づ
く
り

と
は
？
」と
問
う
遥
渚
さ
ん
に
、「
日
常
の

営
み
の
中
で
、
健
康
に
関
わ
る
要
素
を
自

然
に
享
受
で
き
る
街
で
す
」
と
、
営
業
本

部
ウ
ェ
ル
ネ
ス
推
進
部
の
平
野
万
紀
子
さ

ん
は
話
す
。
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
の
開
発
コ
ン

セ
プ
ト
の
軸
は「
グ
リ
ー
ン
&
ウ
ェ
ル
ネ

ス
」。
地
域
や
環
境
そ
の
も
の
が
そ
こ
に
暮

ら
す
人
々
を
健
康
へ
と
導
く
、「
ゼ
ロ
次

予
防
」を
叶
え
る
街
づ
く
り
を
進
め
た
。

2.
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
お
よ
ぶ
広
大
な
緑

地
や
、
人
々
の
健
康
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
に
焦
点
を
当
て
た
国
際
認
証
の
最
高

位
を
取
得
し
た
建
物
環
境
、
他
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
い
仕
掛

け
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
街
の
機
能
が
人
々
の

ウ
ェ
ル
ネ
ス
を
支
え
て
い
る
。さ
ら
に
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
健
康
的
な
生
活

習
慣
を
実
践
で
き
る
よ
う
に
す
る
だ
け
で

な
く
、
定
期
的
な
健
康
診
断
や
健
康
相
談

に
よ
っ
て
病
気
の
早
期
発
見
を
目
指
す
仕

組
み
づ
く
り
も
行
っ
て
い
る
。「
街
全
体
で

心
と
身
体
の
両
面
か
ら
健
や
か
に
暮
ら
せ

る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
」と
平
野
さ
ん
。

「
健
康
に
暮
ら
せ
る
環
境
は
、誰
に
と
っ
て

桜麻（さくらあさ）通りか
らは、森J Pタワーやガ
ーデンプラザ、レジデン
スなど麻布台ヒルズ全
体が望め、植栽の豊か
さも感じられる。

❶慶應義塾大学予防医療センターの待合室は落ち着いた雰囲気で、リラックスして検査に臨める。
今後は睡眠や認知症に関する新たな検査の導入も予定。❷麻布台ヒルズを囲むようにランニング
ルートが設置され、ルート付近にはマイボトル専用の給水所もある。❸街ではヨガやピラティスなどの
多彩なウェルネスプログラムを実施し、運動の機会を創出している。❹森JPタワー33階にある会員
制施設のヒルズハウスは、働く人のウェルネスの拠点。見晴らしのいいクラブラウンジでのランチメニ
ューは週替わりで、和洋中の定食やヴィーガンメニューなど6種類から選べる。

※2014年に米国で生まれた、建物環境が人の健康とウェルネスにどのような影響
を与えるかを評価する世界初の建物基準。評価項目は空気、水、食物、光、運動、
心、コミュニティなど多岐にわたる

森ビル株式会社 
営業本部ウェルネス推進部

2015年入社。財務部、経営企画
部を経て、2019年より営業本部ウ
ェルネス推進部にて「虎ノ門・麻
布台プロジェクト」に参加。慶應義
塾大学予防医療センターとの連携
を中心としたウェルネスな街の仕
組みづくりを推進している。

平野万紀子さん

食や運動の面からも
ウェルネスをサポート!

麻布台ヒルズでは、多彩な施設が連携して人々のウェル
ネスをサポートしている。森JPタワーにある会員制施設
ヒルズハウス内のカフェテリア、 クラブラウンジでは
WELL認証※基準を満たす健康的なランチメニューを食
べられる。モバイルオーダーの際にメニューの栄養成分や
カロリーが確認でき、分量（Sサイズ、Lサイズ）も選べる。
「ヴィーガン対応メニューがあるのもいいですね」と遥渚さ
ん。食に関する会員限定イベントも定期的に開催。「 Table 
For Sustainability  」では、参加者が腸内環境に良いメ
ニューを考案し、実際に期間限定メニューとしてカフェテ
リアで提供。運動面では麻布台ヒルズの周囲約1 . 2キロメー
トルにNIKE監修のランニングルートがあり、定期的にラ
ンニングやフィットネスのセッションを開催している。

NAVIGATOR

WALK AROUND AZABUDAI HILLS

遥渚（halu）さん

サステナアクション
スペシャルアンバサダー

健康的な食のプロデュースや、ロー
&ヴィーガンスイーツブランド「mari」
にて商品企画・販売を行う。インスタ
グラムでは、日々のウェルネスでサス
テナブルなコト・モノを発信中。
 haluchn

2

4

１

3

WELLNESS
4

健
康
的
な
食
、運
動
し

や
す
い
環
境
、自
然
や

ア
ー
ト
な
ど
、心
身
と

も
に
健
や
か
に
過
ご
す

た
め
に
欠
か
せ
な
い
要

素
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の

は
、麻
布
台
ヒ
ル
ズ
の
魅

力
で
す
ね
！

地
域
や
企
業
、医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
っ
て

ウ
ェル
ネ
ス
な
街
を
実
現
さ
せ
た
い
！

［PR］森ビル株式会社　https://www.mori.co.jp

都市の未来に向けて
創業以来、「都市とはどうあるべきか」を問い続け、
環境、安全、文化などのテーマに着目しながら、人
を中心とした都市づくりを行ってきた森ビル。麻
布台ヒルズは、そんな森ビルが手がけた「ヒルズ」
の未来形だ。人々のよりよい暮らしの実現に向け
て「Modern Urban Village - 緑に包まれ、人と
人をつなぐ『広場』のような街 -」をコンセプトに掲
げ、都心にありながら“グリーン”と“ウェルネス”を
実現する環境を生みだした。さらに、都市の低炭

素化、生物多様性の保全、省エネルギー化、本質的
な健康など、世界的に議論されているこれらの課題
に対して、森ビルが考える一つの解を提案している。
人生100年時代において、人間がいつまでも健康的
な生活を送るためには、日々の生活からウェルネス
を実現することが求められる。森ビルはこれからも、
「住む」「働く」「遊ぶ」「憩う」「学ぶ」など、あらゆる都
市の要素が凝縮されたこの街から、誰もが豊かに
暮らせる街、新たな都市の未来を提示していく。

も
必
要
で
す
ね
」（
遥
渚
さ
ん
）

麻
布
台
ヒ
ル
ズ
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
に
関
す

る
取
り
組
み
の
中
心
は
、
慶
應
義
塾
大
学

と
の
連
携
だ
。
同
大
学
病
院
内
に
設
置
さ

れ
て
い
た
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
が
麻
布
台

ヒ
ル
ズ
に
移
転
し
、
健
康
な
人
々
か
ら
病

気
に
な
る
前
の
不
調
を
抱
え
る
人
々
ま
で
、

一
人
ひ
と
り
の
体
や
心
の
変
化
を
い
ち
早

く
発
見
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
新
し
い
予
防

医
療
を
提
供
し
て
い
る
。「
医
療
機
関
と

街
が
連
携
し
た
ウ
ェ
ル
ネ
ス
へ
の
取
り
組

み
は
、ほ
か
の
街
に
は
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
。
こ
れ
か
ら
も
、
利
用
者
が
健
康
に
な

る
仕
組
み
を
、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
な
ど
街

の
あ
ら
ゆ
る
施
設
と
協
力
し
な
が
ら
育
て

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
う
し
て
麻
布
台

ヒ
ル
ズ
全
体
で
健
康
を
つ
く
る
雰
囲
気
を

醸
成
し
、
人
々
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
を
実
現
す

る
街
の
モ
デ
ル
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」と

平
野
さ
ん
は
語
る
。「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
に
向
け

た
新
し
い
挑
戦
に
、
こ
れ
か
ら
も
注
目
し

て
い
き
た
い
で
す
！
」（
遥
渚
さ
ん
）

GREEN
&

WELLNESS

健康的な
営みを促進

集う憩う食べる

運動する 暮らす
眠る

自然に
触れる

学ぶ
刺激を
与える

働く

ホテル
レストラン
店舗

マーケット
レストラン

医療施設・
学術機関

緑
学校

ギャラリー
ミュージアム

広場
ジム
体育館

ヒルズハウス
オフィス

住宅
医療施設
ホテル

街
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
？
こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
の

ヒ
ン
ト
を
探
し
に
、サ
ス
テ
ナ
ア
ク
シ
ョ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
の
遥
渚（halu

）さ
ん
が
、麻
布
台
ヒ
ル
ズ
を
訪
れ
ま
し
た
。

photo: Naoki Muramatsu
text: Keiko Ageishi
edit: Kohei Nishihara（EATer）
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　見
上
げ
れ
ば
地
上
約
3
3
0
メ
ー
ト
ル

の
超
高
層
タ
ワ
ー
、そ
の
足
元
に
は
ど
こ
か

な
つ
か
し
さ
を
感
じ
る
広
大
な
緑
地
が
広

が
っ
て
い
る
。
こ
こ
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
は
、
都

市
づ
く
り
を
行
う
森
ビ
ル
が
手
が
け
た
再

開
発
事
業
で
あ
り
、
ヒ
ル
ズ
の
未
来
系
。コ

ン
セ
プ
ト
は「
緑
に
包
ま
れ
、
人
と
人
を
つ

な
ぐ『
広
場
』の
よ
う
な
街
」だ
。

森
ビ
ル
は
1
9
8
6
年
竣
工
の
ア
ー
ク

ヒ
ル
ズ
か
ら
始
ま
り
、愛
宕
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
、

六
本
木
ヒ
ル
ズ
、
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
、
麻
布
台

ヒ
ル
ズ
な
ど
で
環
境
に
配
慮
し
た
街
づ
く

り
を
進
め
て
き
た
。
中
で
も
緑
化
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
当
初
は
都
市
緑
化
や
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
を
主
眼
と
し
て

緑
地
面
積
の
拡
大
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、

2
0
1
0
年
以
降
は
、
都
市
に
お
け
る
ネ

イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ（
自
然
再
興
）を
重
要

視
し
、
緑
の
質
を
高
め
、
生
き
も
の
の
住
み

か
を
増
や
す
こ
と
も
意
識
し
て
い
る
。

「
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
都

心
の
里
山
。生
物
多
様
性
を
担
保
し
な
が
ら
、

人
が
自
然
と
触
れ
合
え
る
空
間
を
つ
く
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」と
森
ビ
ル
設
計
部
の
清
水
一

史
さ
ん
は
語
る
。
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
の
緑
は
、

主
に
在
来
植
生
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
種
類

は
約
3
2
0
種
類
に
も
の
ぼ
る
と
い
う
。

「
こ
の
土
地
に
は
昔
、ど
ん
な
植
物
や
生
物

が
育
っ
て
い
た
の
か
？
そ
ん
な
こ
と
も
調
査

し
、
敷
地
内
に
植
え
る
植
物
を
選
定
し
て
い

ま
す
。落
葉
樹
は
葉
や
実
が
落
ち
る
の
で
手

入
れ
が
大
変
で
す
。
た
だ
、
こ
の
土
地
の
記

憶
を
継
承
し
、
こ
こ
に
適
し
た
植
生
に
よ
っ

て
本
来
の
自
然
の
循
環
に
倣
い
生
物
多
様

性
を
支
え
、
人
と
自
然
の
共
生
を
目
指
し

た
い
、と
計
画
を
詰
め
ま
し
た
」（
清
水
さ
ん
）

　自
然
豊
か
な
福
井
県
で
育
っ
た
清
水
さ

ん
の
夢
は
、「
子
ど
も
の
頃
に
体
験
し
た
よ

う
な
、
人
と
自
然
と
の
密
接
な
関
係
性
を

都
心
に
も
つ
く
る
こ
と
」
と
い
う
。
そ
の
た

め
に
は
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
だ
け
で
は
な
く
、

職
人
的
な
技
術
や
生
態
系
に
学
ぶ
こ
と
も

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

「
水
辺
、く
さ
は
ら
、
果
樹
、
雑
木
林
、
芝

生
広
場
や
生
き
も
の
…
。子
ど
も
た
ち
が
そ

う
し
た
自
然
の
魅
力
に
惹
き
込
ま
れ
て
夢

中
で
遊
ぶ
。
そ
ん
な
場
所
を
こ
の
街
に
い

か
に
つ
く
る
か
と
常
に
議
論
し
て
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
麻
布
台

ヒ
ル
ズ
に
関
わ
る
全
て
の
方
々
に
と
っ
て
も
、

季
節
ご
と
に
来
た
く
な
る
、
毎
日
出
社
し

た
く
な
る
、ふ
ら
っ
と
散
歩
に
出
た
く
な
る
、

そ
ん
な
場
所
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
ね
」

結節点となる麻布台ヒル
ズの中央広場。「木があ
ることで水と空気が循環
します。木陰が涼しいのに
もちゃんと理由があるんで
す」と清水さん。植物のチ
ェックのために週に２回ほ
ど敷地内を巡回するそう。

❶建物を高くすることで足元には広大な緑地空間を創出した麻布台ヒルズ。オフィスや商業施設
のほか住宅やミュージアム、さらには予防医療センターなどが入る。 ❷桜麻通りの街路樹には高木
や低木からなる計34種の樹木で雑木林を再現。日々変化する自然の風景が楽しめる。 ❸麻布台
ヒルズ内にある果樹園や菜園では、親子向け体験活動プログラムなどの環境教育や啓発活動も
開催。 ❹個性的なデザインが際立つ低層建物の屋上にはチガヤなどの野草を植え、生きものたち
の住みかを生み出した。

※取材のために特別に許可をいただいています

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
主
眼
に
、

誰
に
と
っ
て
も
心
地
よ
い
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す

森ビル株式会社 
設計部 外構・土木担当

兼 タウンマネジメント事業部
パークマネジメント推進グループ

遥渚（halu）さん

サステナアクション
スペシャルアンバサダー 2016年入社。福井県敦賀市出身。

入社当初より設計部所属。麻布台
ヒルズではランドスケープデザイン、
植栽管理などを担当。現在、樹木医
の資格取得を目指し、自然から学ぶ
姿勢を大切にしている。

健康的な食のプロデュースや、ロー
&ヴィーガンスイーツブランド「mari」
にて商品企画・販売を行う。インスタ
グラムでは、日々のウェルネスでサス
テナブルなコト・モノを発信中。
　 haluchn

街
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
？
こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
の

ヒ
ン
ト
を
探
し
に
、サ
ス
テ
ナ
ア
ク
シ
ョ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
の
遥
渚（halu

）さ
ん
が
、麻
布
台
ヒ
ル
ズ
を
訪
れ
ま
し
た
。

photo:Naoki Muramatsu
text:Keiko Ageishi
edit:Kohei Nishihara（EATer）

清水一史さん

麻布台ヒルズの
多様な緑をめぐる

森JPタワーを背に中央広場を右手へ進むと、柑橘類やリ
ンゴなど11種類の果樹が育っている。「大切に育てた木が
実をつけてくれると、うれしいですよね」（清水さん）、「私
も畑をやっているのでよくわかります」（遥渚さん）と、ブ
ルーベリーの実をもいで味見※しながら語り合うお二人。
季節によっては、ここで収穫した柚子を使ったクレープや
ソフトクリームなどがヒルズ内のキオスクで味わえる。保
育園の子どもたちや地域の方々が、果樹や野菜の収穫に
参加することもあるそう。「うっかり収穫しそびれた野菜
が花を咲かせることもあるのですが、子どもたちは『はじ
めて見る！』と喜んでくれます。いろんな植物やそこに集
まる生きものを見て、『これ何だろう？』と興味をもって
もらえたらいいなと思います」（清水さん）

緑を増やし、多様性を育む
ヒルズが結ぶエコロジカルネットワーク

短期連載
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2

4

１

3

虎ノ門ヒルズ

アークヒルズ

六本木ヒルズ

GREEN
1

超
高
層
タ
ワ
ー
と
緑
が
同
居
す
る

風
景
は
圧
巻
！
環
境
デ
ザ
イ
ン
を

学
ん
で
い
た
学
生
時
代
に
空
想
し

た「
都
市
の
理
想
形
」が
、こ
こ
に

実
現
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す

［PR］森ビル株式会社　https://www.mori.co.jp

※ JHEP（Japan Habitat Evaluation and Certification 
Program）認証。生物多様性の保全や回復に資する取り組みを定量
的に評価する制度。（公財）日本生態系協会が開発・運営を行っている

森ビルがこれまで手がけた再開発事業によって、
12ヘクタールもの緑地が、都市部に創出された。
これらの緑地は、皇居や芝公園など、周辺の大規
模緑地間をつなぎ、生きものたちが移動する中継
地や生息地になっている。アークヒルズでは４万
本以上の樹木が植えられ、とくに約150本のソメ
イヨシノ並木は桜の名所として広く親しまれてい
る。六本木ヒルズでは映画館の屋上に田んぼを
設置。虎ノ門ヒルズ、愛宕グリーンヒルズなども

含めたこれらヒルズは、皇居から芝公園に続く「南
北の緑の軸」、赤坂御用地から浜離宮へと続く「東
西の緑の軸」の交差点として、野鳥も見られる。アー
クヒルズ 仙石山森タワーと虎ノ門ヒルズは生物多
様性に配慮した植栽計画によりJHEP認証※の最
高ランク(AAA)を受けていることにも注目したい。
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年に米国で生まれた、建物環境が人の健康とウェルネスにどのような影響
を与えるかを評価する世界初の建物基準。評価項目は空気、水、食物、光、運動、

麻布台ヒルズでは、多彩な施設が連携して人々のウェル
タワーにある会員制施設

クラブラウンジでは
基準を満たす健康的なランチメニューを食

べられる。モバイルオーダーの際にメニューの栄養成分や
サイズ）も選べる。

「ヴィーガン対応メニューがあるのもいいですね」と遥渚さ
ん。食に関する会員限定イベントも定期的に開催。「 Table 

」では、参加者が腸内環境に良いメ
ニューを考案し、実際に期間限定メニューとしてカフェテ

1 . 2キロメー
監修のランニングルートがあり、定期的にラ

ンニングやフィットネスのセッションを開催している。

&ヴィーガンスイーツブランド「mari」
にて商品企画・販売を行う。インスタ
グラムでは、日々のウェルネスでサス
テナブルなコト・モノを発信中。
 haluchn

創業以来、「都市とはどうあるべきか」を問い続け、
環境、安全、文化などのテーマに着目しながら、人
を中心とした都市づくりを行ってきた森ビル。麻
布台ヒルズは、そんな森ビルが手がけた「ヒルズ」
の未来形だ。人々のよりよい暮らしの実現に向け

Modern Urban Village - 
人をつなぐ『広場』のような街
げ、都心にありながら“グリーン”と“ウェルネス”を
実現する環境を生みだした。さらに、都市の低炭

食べるマーケット
トラン

緑

広場
ジム
体育館

「
な
ぜ
、
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

つ
く
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す
か
？
」
と
い
う

遥
渚
さ
ん
の
問
い
か
け
に「
世
界
的
な
都

市
間
競
争
が
進
む
中
で
、
東
京
の
都
市
生

活
を
も
っ
と
楽
し
く
豊
か
に
す
る
た
め
に
、

日
本
の
食
文
化
の
豊
か
さ
を
発
信
す
る
場

を
つ
く
り
た
か
っ
た
ん
で
す
」
と
森
ビ
ル
の

酒
井
聖
弥
さ
ん
は
語
る
。
酒
井
さ
ん
の
案

内
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、「
お

い
し
そ
う
！
」と
遥
渚
さ
ん
が
足
を
止
め
た

の
は
、
や
ま
幸
鮮
魚
店
。「
こ
の
お
店
は
全

国
の
鮨
店
が
御
用
達
の
豊
洲
を
代
表
す

る
ま
ぐ
ろ
と
鮮
魚
の
仲
卸
で
す
。
一
般
消

費
者
に
向
け
て
鮮
魚
や
お
惣
菜
を
販
売
す

る
の
は
、こ
こ
が
初
店
舗
。
本
来
一
般
に
は

販
売
さ
れ
な
い
ま
ぐ
ろ
の
希
少
部
位
も
購

入
で
き
る
ん
で
す
よ
」と
酒
井
さ
ん
。ほ
か

に
も
、
老
舗
米
穀
店
・
隅
田
屋
、
黒
毛
和

牛
の
生
肉
卸
・
ヤ
ザ
ワ
ミ
ー
ト
に
よ
る
パ
ー

ラ
ー
矢
澤
や
選
り
す
ぐ
り
の
お
酒
が
集
結

す
る
イ
ン
タ
ー
ト
ワ
イ
ン
ケ
ー
エ
ム
山
仁

も
店
を
構
え
る
。
シ
ャ
ル
キ
ュ
ト
リ
の
名

店
・
ク
ス
ダ
シ
ャ
ル
キ
ュ
ト
リ
ー
メ
ー
ト
ル

ア
ル
テ
ィ
ザ
ン
に
は
一
度
食
べ
た
ら
虜
に

な
る
本
場
仕
込
み
の
パ
テ
や
ハ
ム
が
並
び
、

な
か
で
も
お
す
す
め
商
品
の
食
べ
比
べ
が

で
き
る「
ク
ス
ダ
プ
レ
ー
ト
」が
人
気
だ
。こ

こ
に
は
、
青
果
、
生
肉
、
鮮
魚
、
半
調
理
品
、

総
菜
や
酒
、パ
ン
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
取
り

扱
う
、
日
本
を
代
表
す
る
名
店
34
店
舗
が

集
結
す
る
。「
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
し
か
手
に
入
ら
な
い
食
の
逸
品
ば
か
り
！

日
本
の
最
高
品
質
の
食
文
化
を
一
気
に

味
わ
え
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
、見
て
回
る
だ

け
で
食
育
に
も
つ
な
が
り
そ
う
」と
遥
渚
さ

ん
は
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

やま幸鮮魚店の店頭に
展示されたまぐろは、実
際にセリで落とした商品
が並ぶ。生臭さがなく常
に清潔な店頭の様子か
らも食材の品質の高さ
がうかがえる。

❶インタートワイン ケーエム 山仁では、月替わりでマーケット内にある食材に合わせたワインや日本
酒のペアリングも提案。❷ぬか漬け専門店・菜香やの特製ぬかを試食し「きな粉みたいな甘さ！」と
遥渚さん。「糖度の高いミルキークイーン米のぬかを使っているんです」と店主・遠藤記生さんとの
会話も弾む。❸「日本の水産資源を後世に伝えたい」との想いから食育にも力を入れるやま幸鮮魚
店。活魚水槽は子どもにも見えやすいよう小窓も設置。❹やま幸鮮魚店では天然まぐろの解体見
学と掻き身を体験する子ども向けのワークショップを開催。

遥渚（halu）さん

サステナアクション
スペシャルアンバサダー

健康的な食のプロデュースや、ロー
&ヴィーガンスイーツブランド「mari」
にて商品企画・販売を行う。インスタ
グラムでは、日々のウェルネスでサス
テナブルなコト・モノを発信中。
 haluchn

森ビル株式会社 
麻布台ヒルズマーケット運営室

2010年、森ビルの“街を創り、街を
育む”理念に共感して入社。2021
年に六本木ヒルズの商業運営部
から麻布台ヒルズマーケット担当
に。チームワークを大切に、店舗の
誘致から運営まで、マーケットに関
わる一連の業務に携わっている。

酒井聖弥さん

日本の食文化の
豊かさを発信

麻布台ヒルズ マーケットは、売り手も買い手もワクワク
する「食の本質」に目を向けたマーケット。森ビルでは日本
の食文化の豊かさにあらためて目を向け、「食の本当のお
いしさ・豊かさを伝えたい」という想いから日々の食卓を
彩る内食・中食を重視したマーケットを企画。「我々の想
いに共感し出店してくださった34の専門店がつながるこ
とで、食の新たなムーブメントが生まれると期待していま
す」と酒井さん。そのためにラボの仕組みをつくって交流
をはかり、協働による食品の試作やワークショップも積極
的に行っている。「対面販売にも重点を置いてますね」と
遥渚さん。「マーケットは、お客さまとの対話によって育っ
ていきます。理想は、人と人との交流が絶えない昔ながら
の商店街。今後も街の内外のつなぎ役となり、さまざまな
仕掛けやイベントを企画して、食を介したコミュニティづ
くりにも力を入れていきたいと考えています」（酒井さん）。

NAVIGATOR

WALK AROUND AZABUDAI HILLS
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麻
布
台
ヒ
ル
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

は
、日
常
か
ら
特
別
な
日
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
を
彩
っ
て
く
れ

る
食
が
満
載
！
今
後
は
、食
を

通
じ
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
も
生
ま
れ

そ
う
で
楽
し
み
で
す
。

日
本
を
代
表
す
る
食
の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
と
と
も
に

ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
育
て
て
い
き
た
い
！

［PR］森ビル株式会社　https://www.mori.co.jp

人 の々心身の健康を支え
日本の食文化を牽引するマーケット

グランドフードホール

福島屋

カスク

六本木ヒルズ

アークヒルズ

虎ノ門ヒルズ

近年の食の本物志向の高まりを反映して誕生し
たのが麻布台ヒルズ マーケットだ。定番の日常
品から特別な嗜好品まで幅広く提供するだけで
なく、希少な食材やできたてのバイオーダー品な
ども取り揃え、人々の日々の食卓を彩っている。
森ビルは時代の変化や地域のニーズにあわせて、
ほかのヒルズでも高品質な食品店を誘致してき
た。六本木ヒルズでは食品の安全を徹底して追
求した神戸・芦屋発のデリ＆グロサリーショップ

・グランドフードホールを、虎ノ門ヒルズでは「新し
い都市型スーパーマーケット」をコンセプトに信濃
屋が運営するcask（カスク）をオープン。アークヒル
ズサウスタワーでは生産、加工、流通、販売が一体
となった東京・羽村市発のナチュラルフードマーケッ
ト・福島屋を誘致した。こうした新しい形態のマー
ケットは、地域の台所としての役割を果たすだけで
はなく、日本の食文化を守り育てていく役割も託
されている。

神谷町駅

虎ノ門ヒルズ駅

虎ノ門駅

六本木一丁目駅

虎ノ門ヒルズ

六本木ヒルズ

麻布台ヒルズ

六本木駅
神谷町駅

六本木一丁目駅

虎ノ門ヒルズ駅虎ノ門ヒルズ駅

虎ノ門ヒルズ虎ノ門ヒルズ虎ノ門ヒルズ
アークヒルズ

街
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
？
こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
の

ヒ
ン
ト
を
探
し
に
、サ
ス
テ
ナ
ア
ク
シ
ョ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
の
遥
渚（halu

）さ
ん
が
、麻
布
台
ヒ
ル
ズ
を
訪
れ
ま
し
た
。

photo: Naoki Muramatsu
text: Keiko Ageishi
edit: Kohei Nishihara（EATer）

短期連載

THE 
SUSTAINABLE

CITY

ヤザワミートのレストラン・ミート矢澤、とん
かつ あげ福などの人気惣菜が集まるパ
ーラー矢澤では、イートインできるメニュー
も。パーラー矢澤弁当は、黒毛和牛を使
ったハンバーグとエビフライ入りで、大人
のお子さまランチのような豪華さ！

精肉卸ヤザワミートの集大成
やま幸鮮魚店の「お刺身４種バイキング」
では、ショーケースから好きなお刺身を選ん
で詰めることができる。店頭ではおいしい
魚の調理方法なども教えてもらえる。「特
製まぐろ焼売」をはじめ、新しい魚の食べ
方と出会えるお惣菜コーナーも充実。

魚本来のおいしさをご家庭で！
明治創業で100年続く米穀店・隅田屋で
は炊飯方法にこだわったお米、おむすび
やおこわなどを提供している。「まずはお
米のおいしさを味わってほしい」という想
いから、おむすびの一口目は、口にごはん
だけが入るようにつくられている。

至高の米と出会えるお米屋さん
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遥渚（halu）さん

サステナアクション
スペシャルアンバサダー

健康的な食のプロデュースや、ロー
&ヴィーガンスイーツブランド「mari」
にて商品企画・販売を行う。インスタ
グラムでは、日々のウェルネスでサス
テナブルなコト・モノを発信中。
 haluchn

日本の食文化の
豊かさを発信

麻布台ヒルズ マーケットは、売り手も買い手もワクワク
する「食の本質」に目を向けたマーケット。森ビルでは日本
の食文化の豊かさにあらためて目を向け、「食の本当のお
いしさ・豊かさを伝えたい」という想いから日々の食卓を
彩る内食・中食を重視したマーケットを企画。「我々の想
いに共感し出店してくださった34の専門店がつながるこ
とで、食の新たなムーブメントが生まれると期待していま
す」と酒井さん。そのためにラボの仕組みをつくって交流
をはかり、協働による食品の試作やワークショップも積極
的に行っている。「対面販売にも重点を置いてますね」と
遥渚さん。「マーケットは、お客さまとの対話によって育っ
ていきます。理想は、人と人との交流が絶えない昔ながら
の商店街。今後も街の内外のつなぎ役となり、さまざまな
仕掛けやイベントを企画して、食を介したコミュニティづ
くりにも力を入れていきたいと考えています」（酒井さん）。

WALK AROUND AZABUDAI HILLS

麻
布
台
ヒ
ル
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

は
、日
常
か
ら
特
別
な
日
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
を
彩
っ
て
く
れ

る
食
が
満
載
！
今
後
は
、食
を

通
じ
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
も
生
ま
れ

そ
う
で
楽
し
み
で
す
。

日本の食文化を牽引するマーケット

グランドフードホール

福島屋

カスク

六本木ヒルズ

アークヒルズ

虎ノ門ヒルズ

近年の食の本物志向の高まりを反映して誕生し
たのが麻布台ヒルズ マーケットだ。定番の日常
品から特別な嗜好品まで幅広く提供するだけで
なく、希少な食材やできたてのバイオーダー品な
ども取り揃え、人々の日々の食卓を彩っている。
森ビルは時代の変化や地域のニーズにあわせて、
ほかのヒルズでも高品質な食品店を誘致してき
た。六本木ヒルズでは食品の安全を徹底して追
求した神戸・芦屋発のデリ＆グロサリーショップ
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　「今
日
は
、
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
の
隣
に
あ
る

西
久
保
八
幡
神
社
の
お
祭
り
の
手
伝
い
に

行
く
ん
で
す
」
と
言
う
森
ビ
ル
開
発
事
業

部
・
永
井
翔
大
さ
ん
に
、「
ど
う
し
て
お
祭

り
に
？
」
と
遥
渚
さ
ん
。「
地
元
に
根
付
く

大
切
な
文
化
を
守
る
た
め
、
何
年
も
前
か

ら
私
た
ち
も
ご
一
緒
し
て
い
る
ん
で
す
」と

永
井
さ
ん
は
話
す
。
森
ビ
ル
は
、
昨
年
11

月
に
開
業
し
た
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
を
具
現
化

す
る
に
あ
た
り
、
1
9
8
9
年
か
ら
虎
ノ

門
・
麻
布
台
地
区
の
権
利
者
と
と
も
に
、

こ
の
エ
リ
ア
の
再
開
発
計
画
を
進
め
て
き
た
。

　永
井
さ
ん
は
も
と
も
と「
橋

き
ょ
う
り
ょ
う
梁
の
よ
う
な
、

人
々
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
支
え
る
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
な
建
造
物
に
携
わ
り
た
い
」と
都
市

開
発
を
手
掛
け
る
森
ビ
ル
に
入
社
。
虎
ノ

門
・
麻
布
台
地
区
の
都
市
計
画
が
決
定
し

た
2
0
1
7
年
に
開
発
事
業
部
に
異
動
し
、

よ
り
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
地
元
住
民
の

意
見
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
計
画
に
反
映

さ
せ
る
よ
う
に
尽
力
し
て
き
た
。「
地
元
の

皆
さ
ん
に
は
と
て
も
よ
く
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
お
食
事
に
お
招
き
い
た
だ
く
こ
と
も
。

家
電
の
故
障
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご

と
の
ご
相
談
を
い
た
だ
く
こ
と
や
、
引
越
し

の
お
手
伝
い
に
駆
け
つ
け
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
」と
話
す
永
井
さ
ん
に「
す
っ
か
り
街
の
一

員
で
す
ね
」
と
遥
渚
さ
ん
。「
長
く
こ
の
街

に
向
き
合
っ
て
き
た
の
で
、
こ
の
エ
リ
ア
は

第
二
の
故
郷
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
再
開
発

に
あ
た
っ
て
地
元
の
方
々
か
ら
は『
新
し
い

街
に
も
再
開
発
前
の
記
憶
を
残
し
た
い
』と

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
気
持
ち

も
よ
く
理
解
で
き
る
ん
で
す
」（
永
井
さ
ん
）

　再
開
発
前
の
虎
ノ
門
・
麻
布
台
地
域
は

老
朽
化
し
た
木
造
住
宅
が
密
集
し
、
道
路

は
緊
急
車
両
が
入
り
込
め
な
い
ほ
ど
道
幅

が
狭
く
、
防
災
面
で
の
課
題
も
多
か
っ
た
。

そ
こ
で
森
ビ
ル
は
こ
れ
ま
で
の
都
市
開
発
の

経
験
を
い
か
し
て
地
域
の
人
々
と
と
も
に
エ

リ
ア
の
課
題
と
向
き
合
い
、
災
害
に
強
く

住
み
や
す
い
街
を
整
備
す
る
都
市
計
画
を

提
案
。
日
本
の
顔
と
な
る
よ
う
な
街
の
未

来
形
を
構
想
し
た
。い
ま
で
は
当
初
の
防
災

面
で
の
課
題
は
解
消
し
、
幹
線
道
路
へ
の

ア
ク
セ
ス
の
悪
さ
と
い
う
交
通
面
の
課
題
も
、

「
桜さ

く
ら
あ
さ麻

通
り
」と「
尾
根
道
」の
整
備
に
よ
っ
て

改
善
。
駅
へ
の
移
動
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
導
線

の
整
備
に
よ
っ
て
、
多
様
な
歩
行
者
が
便

利
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「街
は
つ
く
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、完
成

し
た
と
き
が
ス
タ
ー
ト
な
ん
で
す
」
と
語
る

永
井
さ
ん
。「
街
は
何
十
年
、
何
百
年
と
続

い
て
い
く
も
の
。だ
か
ら
こ
そ
、こ
の
街
を
し
っ

か
り
と
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、

権
利
者
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、街
に
集
う

方
々
と
と
も
に
、
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
で
す
」

麻布台ヒルズ  森JPタワー
の地下には中圧ガスを燃
料とする常用発電システム
（C G S）があり、麻布台ヒ
ルズエリアの電力を常日頃
から支えている。電力はすべ
て「RE100」に対応する再
生可能エネルギー。

❶再開発前の虎ノ門・麻布台地域は低層の木造住宅が密集し、建物の老朽化が進み、幹線道
路への交通の便も悪かった。❷桜田通りと麻布通りを結ぶ道路として新設された桜麻通りは歩
車分離の幅員12mの道路として整備された。 ❸備蓄倉庫には水や食料品、非常用ベッドやナ
プキン、おむつなど、帰宅困難者3600人が3日間一時滞在できる生活用品を備蓄。❹  商業店
舗が集積するガーデンプラザ内にある、全長およそ11メートルの吹き抜け空間は、高低差があった
再開発前の地形の記憶を継承している。

遥渚（halu）さん

サステナアクション
スペシャルアンバサダー

健康的な食のプロデュースや、ロー
&ヴィーガンスイーツブランド「mari」
にて商品企画・販売を行う。インスタ
グラムでは、日々のウェルネスでサス
テナブルなコト・モノを発信中。
　 haluchn

森ビル株式会社 
開発事業部開発２部

大学では土木工学を専攻し、「社
会に影響力のある建造物を創り
育む仕事」を志して2015年に入
社。オフィス事業部営業推進部を
経て、2017年より開発事業部に
従事する。麻布台ヒルズの再開
発に賛同した権利者約300名のう
ち30名ほどを担当。

永井翔大さん

安全・安心な
街のポイントをめぐる

森ビルの手がける街、ヒルズの住みやすさの秘密は、災害
時に逃げ込める安全・安心な街づくりにある。超高層ビ
ルには高度な耐震構造を採用し、建物の揺れを軽減。また、
六本木ヒルズや麻布台ヒルズなどでは、災害に強い中圧
ガスを燃料とする常用発電システム（CGS）があるため、
大規模災害等により広域停電が発生した場合でも平常
時と変わらず継続的に電力供給ができる。森ビルでは全
社員を対象に、災害時に迅速な初動対応が取れるように
訓練を実施し、救命技能認定の取得が義務付けられてい
る。さらに有事には夜間・休日でも駆けつけられるよう
徒歩圏内に防災要員として社員が居住している。「防災
要員は年9回の訓練が義務付けられ、管理職の方は、有
事に備えて交代で宿泊もされているとのこと。街に住む
人や、仕事や買い物をする人も心強いですね」と遥渚さん。

空中・地上・地下を最大限に生かす
Vertical Garden City（立体緑園都市）

NAVIGATOR

WALK AROUND AZABUDAI HILLS
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麻
布
台
ヒ
ル
ズ
は
商
業
施
設
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
け
れ
ど
、こ
の

街
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
の
想
い
と

と
も
に
つ
く
ら
れ
た
街
だ
と
知
り

ま
し
た
。災
害
に
も
強
い
街
な
ん
で

す
ね
！

い
ま
生
き
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、未
来
に
生
き
る
人
も

見
据
え
た「
街
づ
く
り
」を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

［PR］森ビル株式会社　https://www.mori.co.jp

森ビルは創業以来、「都市を創り、都市を育む」
の理念のもと都市開発を進めてきた。1980年代
以降はアークヒルズ（1986年）を皮切りに、オフィ
スや商業施設だけではない大規模複合開発を推進。
空と地下を有効活用し、そこに職、住、遊、商、学、
憩、文化、交流など多彩な都市機能を立体的重
層的に組み込む「Vertical Garden City（立体緑

園都市）」という手法のもと、「安全・安心」、「環境・
緑」、「文化・芸術」を重視。低層の木造密集地域を
耐震性の高い超高層ビルに集約することで生まれ
たスペースには広域交通網など都市インフラを整備
し、人々が憩える緑地も創出。災害に強いだけでなく、
都市部に豊かな自然を生み出すとともに人々に交
流や文化を楽しむ場もつくりだせる。

街
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
？
こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
の

ヒ
ン
ト
を
探
し
に
、サ
ス
テ
ナ
ア
ク
シ
ョ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
の
遥
渚（halu

）さ
ん
が
、麻
布
台
ヒ
ル
ズ
を
訪
れ
ま
し
た
。

photo:Kaori Nishida
text:Keiko Ageishi
edit:Kohei Nishihara（EATer）
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metropolitana

編集タイアップ力をいかして多数の連載企画を展開

「ヒルズのヒミツ」と題し、4号連
載で編集タイアップ広告を展開。
同社が手掛けた街づくりの裏側を
多彩な視点から深掘りして紹介し
ました。誌面デザインを揃えること
で、企画を振り返って読みなおす
楽しみも演出しています。

●年間タイアップ連載（FP Offi ce株式会社） ●4号連続タイアップ企画（森ビル株式会社）

2024年8月号

2024年10月号

2024年9月号

2024年11月号

展開事例 

2025年1月号

読者の関心が高い「お金」をテーマに、ファイナンシャルプラ
ンナーが講座スタイルで誌面解説する編集タイアップを連載
中。本事例では、2024年12月に制度改正された「iDeCo（個
人型確定拠出年金）」のポイントをタイムリーに解説。読者参
加型のセミナーも不定期に開催しています。
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フェムケアプロジェクト

女性のココロとカラダのケアを考え、相互理解できる社会実現を

産経新聞　2024年3月8日付

産経新聞　2025年3月8日付

2024年3月8日の「国際女性デー」
では、「知るって、やさしい一歩！」を
テーマに、産経新聞の紙面を丸ご
と包み込むフルラッピング紙面を
発行。この企画が2024年度日本
新聞協会「新聞広告賞」を受賞しま
した。

2025年の「国際女性デー」では、
「半径5mの世界を変える！」を
テーマに、産経新聞で２年連続で
フルラッピング紙面を発行。紙面
ではDEIに力を入れる企業や団体
を取材して記事を連載。３月には
２度のイベントを開催することで、
多くの参加者にテーマへの興味喚
起・共感を促しました。

●国際女性デー企画　
　2024年度「新聞広告賞」受賞

●国際女性デー企画　
　2025年度

産経新聞社は2021年10月、女性の心と身体の「ケア」を考え、よりよい未来に繋げることを目的にした「フェムケアプロジェクト」を立ち上げました。
このプロジェクトでは、家庭や職場、学校などの場面で、誰もが当事者として互いに語り合い、理解し合い、寄り添うことのできる社会の実現を目指しています。

展開事例 

紙面を折るとメッセージが出てくる仕組み
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産経新聞　2024年11月19日付

フェムケアプロジェクト

プロジェクトを起点に多様なテーマを展開中

【イベント概要】
「2024年『国際男性デー』特別企画 ぼくたちはどう生きるか？
 一仕事と味と健康と、家庭と職場と人生に、役立つライフハックFES一」
日時：2024年11月10日（日）13:00-18:00
会場：東京国際フォーラム
共催：産経新聞社、日本メンズヘルス医学会、日本抗加齢医学会、日本抗加齢協会
協賛：アフラック生命保険株式会社、株式会社SUW、第一工業製薬株式会社、
 株式会社TRULY、株式会社奈良大和生薬、日本新薬株式会社、株式会社ファンケル

「国際女性デー」の取り組みが多方面から評価されたことを受け、2024年度以降は「国際男性デー」の企画も強化。
協賛社も広がりを見せており読者からも好評です。

11月19日の「国際男性デー」に合わせ、「ぼくたちはどう生きるか？」をテー
マにリアルイベントを開催、応募数は1,000名を超えました。後日、産経
新聞では採録特集やメッセージ広告を、メトロポリターナでは巻頭特集を、
「魚ジャパンフェス」では男性ホルモンを意識したオリジナル魚介メニュー
を販売するなど、複合的＆立体的に多彩な展開をしました。

●国際男性デー企画

展開事例 

テストステ丼
メトロポリターナ　2024年11月号
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●「＃サステナアクション」イベント ●ダム見学親子ツアー（J-POWER）●記事体広告
　（一般社団法人日本公園緑地協会）

クライアントの課題とするテーマや要望に応じたインフルエンサーを、産経新聞がアサイン。
イベントや紙面企画とタイアップすることで、等身大の目線からクライアントニーズを訴求＆拡散できる点が好評です。

暮
ら
し
を
豊
か
に
彩
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
商
品
が

大
集
合
！

「
#
サ
ス
テ
ナ
ア
ク
シ
ョ
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
11
月
に
、
食
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の

情
報
を
発
信
し
て
い
る
80
名
余
り
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
を
招
い
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

食
品
、
雑
貨
、
生
花
な
ど
を
取
り
扱
う
11
社

が
集
い
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
や
リ
サ
イ
ク
ル
、

食
品
ロ
ス
削
減
な
ど
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
視

点
か
ら
自
社
商
品
を
紹
介
し
た
。
各
社
の

ブ
ー
ス
に
は
、
商
品
を
手
に
と
っ
て
見
る
こ

と
が
で
き
、
試
食
や
購
入
で
き
る
も
の
も
並

び
、
参
加
者
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
商
品
の

使
い
方
や
製
造
方
法
の
解
説
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。「
使
っ
て
み
た
い
な
と
素

直
に
思
え
る
も
の
が
多
い
で
す
ね
。
い
い
な

と
思
っ
た
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
だ
っ
た
と
い
う

感
じ
で
、
商
品
と
し
て
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高

さ
を
感
じ
ま
し
た
」
と
語
る
参
加
者
も
。
魅

力
的
な
商
品
と
出
合
い
、
楽
し
み
な
が
ら
環

境
問
題
や
人
権
問
題
へ
の
知
見
を
広
げ
ら

れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

イベントの冒頭は、産経新聞社メディアビジネス局局長の佐々木美恵さんとグリーライフスタイル株式会社代表

取締役社長の山﨑陽平さんのあいさつからスタート。会場には、扉を開くと規格外の花でつくったドライフラワー

が現れる撮影スポットや試食コーナーも設置され、SNS投稿用に撮影するインフルエンサーたちでにぎわった。

photo: Kana Bundo text: Keiko Ageishi edit: Kohei Nishihara（EATer）

「#サステナアクション」プロジェクトが開催した、
さまざまな企業のサステナブルな取り組みを紹介するイベントをレポート！

EVENT REPORT
FRI @SHIMBASHI11.15

プロジェクトとは

「#サステナアクション」とは、メト
ロポリターナを発行する産経新聞
社とグリーライフスタイル株式会
社が共同で立ち上げたプロジェク
ト。気軽にできる“人の暮らしや環
境をより良くするちょっとしたア
クション”を発信している。

各社の出展内容は
WEBにて紹介中！

出展企業

ウェルネスキット／三栄コーポレーション／スケーター
ソネングラスジャパン／デリア食品／築野食品工業

Hanavie／ピープルツリー
ブルーチップ／米国ポテト協会／ライクイット

32vol.262 Dec. 2024

上 子ども記者たちがそれぞれ完成した号外新聞を
持って、二居ダムの前で記念撮影。
右上 カッサ調整池を見下ろしながら、奥清津発電
所事務所長の中村悦幸さんの説明を聞く参加者たち。
右下 子どもが書いた記事を親御さんがパソコンで入
力。親子で力を合わせて号外新聞をつくった。

戦後、産業や生活に必要な電力不足を解決
するため、1952年に設立。現在はエネル
ギーの安定供給を維持しながら、カーボン
ニュートラル実現を目指し、新技術の開発
等、様々な挑戦を重ねている。

電気は需要と供給のバランスが重要。なぜなら電気は、貯めておくことができ
ないから。供給不足だと停電が起こるし、かといって供給量が多くても無駄に
なってしまう。近年では太陽光発電が増えて、昼間は電気があまることも増え
てきた。揚水発電は、そのあまった電気でポンプを稼働させ、下の池から上の
池へと水を汲み上げている。そして電力不足時に、水を落として発電する。あ
まった電気を活用して、いつでも電気がつくれるので、巨大なバッテリー（蓄
電池）ともいえる。水も電気も無駄にしない。生態系も守れる地球に優しい発
電。それが揚水発電なのだ。

ツアー参加者が作った
号外も公開中！

J-POWER 公式サイト
https://www.jpower.co.jp/

about

J-POWER×産経新聞社
号外づくりワークショップ
親子見学ツアーREPORT

S
u

stain
able R

ep
ort

発電時の水の流れ

電力が余ると揚水

電力不足時に発電

発電機

水
車

揚水時の水の流れ

二居調整池

カッサ調整池

地下発電所

企
業
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み

を
紹
介
す
る「
#
サ
ス
テ
ナ
ア
ク
シ
ョ

ン
」。
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し

て
、
親
子
11
組
を
招
い
た
ダ
ム
＆
発
電

所
見
学
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
訪
れ

た
の
は
、
新
潟
県
に
あ
る「
奥
清
津
発

電
所
」。
発
電
出
力
1
6
0
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
、
50
万
世
帯
分
の
電
気
を
つ
く
る
日

本
最
大
級
の
揚
水
発
電
所
だ
。

ツ
ア
ー
で
は
、
上
越
新
幹
線
越
後
湯

沢
駅
か
ら
バ
ス
で
田
代
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
へ
。

ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
り
込
み
、
左
手
の
二
居

湖
を
眺
め
な
が
ら
山
頂
付
近
の
カ
ッ
サ

調
整
池
へ
と
向
か
う
。
2
つ
の
湖
の
高

度
差
は
約
5
0
0
m
。
奥
清
津
発
電
所

で
は
、
2
つ
の
湖
を
パ
イ
プ
で
繋
ぎ
、そ

の
落
差
を
利
用
し
て
揚
水
発
電
を
し
て

い
る
。ツ
ア
ー
参
加
者
は
、
事
務
所
長
の

中
村
悦
幸
さ
ん
の
案
内
で
ニ
居
ダ
ム
の

堤
体
そ
ば
に
あ
る
発
電
所
を
訪
れ
、
直

径
5
m
以
上
の
巨
大
な
発
電
機
を
見
学
。

揚
水
式
発
電
の
仕
組
み
を
取
材
し
た
。

見
学
後
は
、
号
外
新
聞
の
制
作
へ
。

子
ど
も
た
ち
が
、親
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
原
稿
用
紙
を
埋
め
て
い
っ
た
。

完
成
し
た
新
聞
は
、
現
在
公
開
中
。
子

ど
も
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いま注目の

クリーンエネル
ギー

「揚水式発電
」って

何だろう？

J-POWER

［PR］J-POWER
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メトロポリターナ　2024年12月号

再生可能エネルギーの重要
性について、親子インフルエ
ンサーに体験型プログラム
を通じながら学んでもらう
場となりました。

インフルエンサープロモーション

等身大のメッセージ発信で商品・サービスの認知度アップ

暮らしや社会、環境をより良くするちょっとしたアクショ
ンを推進する「＃サステナアクション プロジェクト」とし
て、メトロポリターナとグリーエックス株式会社が共同で
取り組んでいます。イベントには、食やファッションなどさ
まざまな情報を発信する約80名のインフルエンサーを
招待。食品、雑貨、生花などを取り扱う11社が集い、フェ
アトレードやリサイクル、食品ロス削減などサステナブル
な視点で商品を紹介した上で、その模様を誌面やWeb、
参加インフルエンサーのSNSなどで発信しました。

公園の魅力についてインフルエンサー
と研究者の対談を行い、5月4日「みど
りの日」に紙面に掲載しました。子育
てをしながらよく公園を利用するインフ
ルエンサーが、災害時にも役に立つ公
園のチカラについて等身大で学びまし
た。対談の詳細は動画でもまとめて、
動画配信サイトでも展開しました。

メトロポリターナ　2024年12月号2024年11月 東京都内で開催 産経新聞　2025年5月4日付

「＃サステナアクション」の一環と
して、インフルエンサーの親子が新
潟県のダム＆発電所を見学するツ
アーを企画・運営。通常足を踏み入
れることのできないエリアを見学
の上、新聞号外を制作するワーク
ショップを体験しながら、その思い
出を親子で形に残す展開に。その
模様を誌面やSNSで伝えました。
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食フェスの聖地、東京・代々木公園で毎年２～３月に開催。早春
の陽気を感じながら野外で味わう魚介メニューは格別！ 2025
年２月の開催時には、４日間で23万人以上が来場しました。

訪日外国人も多く来場する東京・お台場（特別エリア）で毎
年11月頃に開催。潮の香りを感じながら野外で味わう魚介メ
ニューは格別です。2024年11月の開催時には、４日間で約20
万人が来場しました。

東京で人気の魚フェスが関西にも進出！ スペシャルステージの
展開や、大阪らしいフードが多数出店される点が特長です。2025
年3月の開催時には、４日間で14万人以上が来場しました。

●魚ジャパンフェスin代々木公園 ●魚ジャパンフェスin大阪●魚ジャパンフェスinお台場

産経新聞　2024年10月31日付

※2025年3月時点

魚食の活性化と魚の消費量の拡大、東日本大震災からの復興応援を目的に、東京や大阪で年に数回開催。
毎回、新メニューや限定メニューが登場する人気の食イベントです。多くのメディアに取り上げられ、イベント累計約250万人（※）の動員を誇ります。

SAKANA&JAPAN FESTIVAL

日本最大規模の食フェスを開催・運営
～累計230万人以上の動員実績を誇る注目イベント～
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高校生が３人１組でお菓子
作りのアイディアと技術を競
う国内最高峰のスイーツコ
ンテスト。日本スイーツ業界
を代表するパティシエらに
よる審査を勝ち抜いた優勝
チームには副賞として海外
研修旅行が、協賛社による
企業賞獲得チームには各企
業とのコラボスイーツ開発
権などが贈られます。

2023年にスタート。東日
本大震災と原子力災害から
の復興に取り組む福島をス
イーツの力で応援すること
を目的として、福島県の特
産品を使ったスイーツ考案
を募集。最優秀賞受賞者に
は、「ふくしまスイーツフェス
ティバル（２月開催）」で販
売する、審査員パティシエと
のコラボスイーツ開発権が
贈られます（写真右下）。

●スイーツ甲子園　高校生パティシエNo.1決定戦 ●スイーツ甲子園　ふくしまチャレンジカップ

「お菓子作り」を通じてスイーツに関わる次世代の育成を目指す２つのプロジェクト。
新聞やWebメディアを活用して、イベントに関する情報発信を複合的に行うことで、年間を通じて継続的なプロモーションを行うことが可能です。

海外研修旅行の模様 2024年度の模様2024年度優勝作品

スイーツ甲子園

社会課題解決や次世代の育成に貢献するプロジェクト
～高校生パティシエNo.1決定戦、ふくしまチャレンジカップ～
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産経新聞　2024年4月23日付  

2020年に販売開始した「おうちでふ
くのわ」は自宅から気軽に多くの衣
類を寄付できると好評です!

専用の衣類回収袋、往復送料がセットになった宅配キットを専
用サイトで販売中。衣類を袋に詰めて送るだけで簡単に寄付が
できるとあって、リピーターが多い点が特長です。「おうちでふく
のわ」を活用した協賛メニューもあります。

●「おうちでふくのわ」

年に一度ほど、パラアスリートと子どもたちとの交流会を開催して、パラスポーツ
の普及活動にも取り組んでいます。選手たちの迫力あるデモンストレーションや
トークセッションを通じて、「共生」社会の実現を目指します。

●パラアスリートとの交流会
し く みふくのわプロジェクトの

あなたの
まわりにある
まだ着られる・
使える衣類

回収・リユース！
収益金をパラスポーツ
競技団体へ寄付

パラスポーツを
応援！！

❶ ❷ 提携倉庫に送る❸「ふくのわBOX」に
  持ち込む

「おうちでふくのわ」を
  購入して送る

専用回収袋・伝票・
送料込みの
宅配キットを購入。
服をつめて集荷を
呼ぶだけ！

プロジェクトの
協力会社へ
直接送付できます。

都内各所にある
回収用BOXに
入れるだけ！

ふくのわに寄付する3つの方法

※送料はご負担ください

家庭などからまだ着られる衣類を集めて、その収益金でパラスポーツ競技団体に寄付金をお渡しして応援するプロジェクト。
2016年のスタート以来、これまでに1,200トン以上の衣類を回収しました。
都内各所に衣類回収BOXを設置するほか、年に数回「ふくのわマルシェ」を行ってリユース衣類の販売を行っています。

ふくのわプロジェクト 

衣類を寄付してパラスポーツを応援する社会貢献事業
～総計1,200トン以上の衣類を回収～
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